（様式３）
令和　　年　　月　　日
愛知県知事　大村　秀章　殿
住　　　所　
法人等名　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職・氏名　　　　　　　　　　　　

企　画　提　案　書

　愛知県が発注する「令和８年度愛知県市民後見人等養成研修委託業務」について、下記のとおり企画提案いたします。
記
　１　事業概要（様式３－１）
　（１）事業目的
　（２）提案者の強み・ＰＲ
　（３）総事業費
　２　研修カリキュラム（予定）（様式３－２）
　３　市町村向けガイダンスの企画・開催（様式３－３）
　（１）開催時期
　（２）開催方法
　（３）実施内容

　４　事業効果（様式３－４）
　５　実施スケジュール（予定）（様式３－４）
※各項目に赤字で記載している記載例や注意事項については、この文章も含め、提出する際にすべて削除してください。
（様式３－１）
事業概要
	事業目的
	※本事業の目的について記載してください。



	提案者の
強み・PR
	※提案事業について、提案者に委託するメリットや強みについて記載してください。


	総事業費
（税込）
	　　　　　　　　　　　　　　　円


（様式３－２）
研修カリキュラム（予定）
	通し番号
	科目
	学習内容
	時間数
	配信時期
	講師名
	講師とする理由

	(例)
	意思決定支援
	①意思決定能力と意思決定支援の原則及び代行決定の原則について、国が公表している講義動画を教材として活用する。
②後見事務における意思決定支援について、「意思決定支援を踏まえた後見事務のガイドライン」を用いて、講師によるガイドラインの解説を含めた講義動画を配信する。
③意思決定支援のための環境整備、また、環境整備に対する後見人の役割について、上記②のガイドラインや国が公表している研修向けテキストを用いながら、講師による講義動画を配信する。
	３時間
	令和○年○月○日から
令和○年○月○日まで
	（弁護士）
○○　○○
（□□大学教授）
△△　△△
	弁護士　○○　○○

愛知県弁護士会の高齢者障害者総合支援センター（アイズ）に所属し、実際の後見業務にも携わっているため。
□□大学教授　△△　△△
長年にわたり権利擁護支援に関する研究を行っており、全国で講演を行うなどの実績があるため。

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


※「学習内容」欄については、「市民後見人養成研修カリキュラム及び市民後見人の活躍促進に関する調査研究事業報告書」20～35 頁に掲げる「カリキュラム科目の要点」に記載されている「主たる学習内容等の例示」の中から実施する内容を選出し、具体的な実施方法等も含め、詳細に記載してください。なお、欄が足りない場合は適宜追加してください。
（様式３－３）
市町村向けガイダンスの企画・開催
	開催時期
	

	開催方法
	ウェブ会議システムによるオンライン配信

	実施内容

	※内容や講師等について具体的に記載してください。
（ア）市民後見人の養成及び育成に係る県担当者による説明
主な内容

講師名

（イ）本研修のカリキュラムの概要に関する説明
主な内容

講師名

（ウ）本研修の受講者が、研修修了後に各地域で活躍できるようにするための環境整備に向けた講義又は事例紹介
主な内容

講師名

（エ）出席者からの質疑応答


（様式３－４）
事業効果
	※本事業の実施により、どのような効果が見込まれるか記載してください。




実施スケジュール（予定）
	年月
	内容

	令和８年５月上旬
	契約締結

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	令和９年３月19日
	事業完了


　※契約締結から事業完了までのスケジュール（市町村向けガイダンスの実施、講義動画の収録・研修用テキストの作成時期、動画配信時期、履修証明書の発行時期など）を記載してください。なお、行が足りない場合は適宜追加してください。
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